
江戸時代の村から社会を考える

社会選修 教授 千葉真由美

近
世
の
村
人
た
ち
は

ど
の
よ
う
に
意
思
を

示
し
た
の
か
？

日本史の事象を題材に、数学科や技術
科の知識を融合して江戸時代の検地を
再現するプロジェクトを進めています。
史料を解読・検討して、検地道具を製作、
製作した道具を用いて検地を再現するこ
とで、これまで明らかにされてこなかった
事実に迫っていくものです。広い農地で
の検証やドローンによる撮影も行ってい
ます。また、歴史を体験的に学ぶ活動と
して、茨城県内の学校で検地の授業実
践も始めています。

江
戸
時
代
は
多
く
の
文
書
が
作
成

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
村
の
百
姓

に
至
る
ま
で
が
印
（
印
章
）
を
所
持

し
、
使
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
時
代

で
す
。
人
々
は
自
ら
の
強
い
意
思
を

示
す
手
段
と
し
て
印
を
使
用
す
る

こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。
こ
の
よ
う
な

社
会
の
特
質
を
知
る
た
め
に
多
種

多
様
な
古
文
書
、
く
ず
し
字
を
解

読
し
て
い
ま
す
。
江
戸
時
代
の
村
の

史
料
は
活
字
化
さ
れ
て
い
な
い
も

の
も
多
く
あ
り
ま
す
。
ま
だ
誰
も

読
ん
で
い
な
い
古
文
書
を
読
み
、
社

会
の
あ
り
か
た
を
解
明
し
て
い
く
こ

と
は
、
村
や
村
人
の
研
究
の
醍
醐

味
で
す
。

子育てと介護は女性の役割？
『論点・日本史学』（ミネルヴァ書房）に掲載

百姓はどのような衣服を着ていた？
『生産・流通・消費の近世史』（勉誠出版）に掲載

下記のテーマも扱っています

検地実践プロジェクト進行中！
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